
慢性硬膜下血腫（翌日手術）の治療を受けられる患者様へ（入院診療計画書） 脳-34.08-1

様用 症状：意識障害・運動麻痺など 年　　月　　日

退院目標

転院目標

　

　頭の管が抜けたら、身体の状態により
　トイレ歩行ができます

清　潔
　身体を拭いて着替えを行います
　髪の毛を洗う事はできません

　傷口に異常が無くガーゼが取れたら
　シャワーができます

薬
　現在内服しているお薬を
　確認します

　医師の指示で内服を再開します 　医師の指示で内服を再開します

指　導

            ＊状態に応じて予定が変更となる場合があります。
　　印

主治医署名
　※主治医の押印がある場合は不要

主治医以外の担当者         看護師　　

薬剤師　　　    

栄養士　　　         

旭川赤十字病院　脳神経外科　HCU・SCU病棟

　　特別な栄養管理の必要性　　　有　　・　　無

手術当日

　　月　　日

　絶飲食、手術2時間前までは
　飲水可能です

　手術後は医師の許可があれば
　水分や食事を摂ることができます

　状態に応じてベッド上安静または
　車椅子歩行介助を行います
　頭の管がありますので、ベッドの
　高さを調節しないようお願いします
　
　分からない事がありましたら
　看護師にお尋ね下さい

●医師と退院後の治療に関して相談します
(リハビリテーションの継続が必要な場合には専門の病院に転院
します。その場合、転院先を相談します）
●看護師より退院オリエンテーションを行います
①退院後の生活の留意点の説明
②外来受診日説明
③継続した服薬が必要な方は処方内容の確認

　薬剤師からのお薬の説明(服薬指導）があります

必要に応じて血液検査・画像検査（CT・MRI）を行います術後にＣＴ・血液検査を行います

　食事摂取が十分出来ないときには点滴を行います

　　月　　日

　制限はありません

　症状が安定し、頭部CT上血腫の増大がない

入院当日 手術後1日目 2日目～6日目

　　トイレ歩行が可能です

　CTの結果により、診察時医師が頭の管を抜きます

　　月　　日

　

　制限はありません

・意識障害・新たな麻痺をきたさない
・頭部CTで慢性硬膜下血腫の再貯留・再増大を認めない
・合併症を予防し、残った筋力の低下、関節の拘縮を防止する

説　明
　ＭＳＷが御相談に伺います
　・医療費の支払いに不安がある人は御相談下さい
　・退院後に自宅での受け入れが難しい人は御相談下さい

検　査

日　時 　　月　　日

処　置 　医師が診察をします

安静度

排　泄

　　　　胸部Xp　   　　　　　心電図

入院オリエンテーション
入院までの経過をお聞きします

元々服用しているお薬がありま
したら、薬手帳とともに
看護師にお渡しください

手術中、ご家族の方は病棟
ラウンジでお待ち下さい
病棟を離れるときには、
必ずスタッフに伝えて下さい

手術後、担当医よりご家族に
手術の結果を説明いたします

　安静度に合わせて尿器またはトイレで行います

　入浴できません

　点滴があります

  　　　血液検査　　　　　　　CT・MRI

主治医

目　標

　

食　事

経　過

注　射

　ふらつきがないことを確認
　できましたら、歩行可能です
　（看護師の付き添いが必要な
　場合もあります）

　入院中は連日医師の診察があります

　抗生剤の点滴があります

7日目～退院

　慢性硬膜下血腫による障害が強くリハビリテーションを継続して行う必要があるときには、
　連携医療機転院してリハビリテーションを継続します

　　月　　日

　　　

　医師により頭部の抜糸があります
（外来で抜糸される場合もあります）

　手術を行います
   （頭に管が入っています）


